
令和２年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（小学校理科）

正答率 ４９.７％
無解答率 ５.６％

乾電池2個にしたときに，変化すること（前向きに速
く走る）を確認し，その要因（電流の流れる向き・
乾電池のつなぎ方）を話し合わせましょう

【主な誤答】

２つの乾電池を並列に
つないでいる。

正答率 ４４.１％
無解答率 ４.２％

【主な誤答】
・日光
・肥料

乾電池を２個使うので，つ
なぎ方によって，違うよね。

発芽には，水が必要かどうか，
確かめる方法について話し合おう。

【正答例】

図１ 【解答らんの図】

実験計画

空気

水

温度 水・温度

空気・温度

空気・水

変える条件 同じにする条件

変える条件と同じに
する条件を表などで
まとめておきましょう。

変える条件や同じにする条件を確認した後，実験を計画し，
その妥当性について話し合わせましょう。

・前向きに速く走る
・乾電池のつなぎ方
・電流の流れる向き

変化すること 要因

検討する
場面

電流の流れる向きが違
うと，モーターの回り方
が違ったよね。

電流の流れる向きを同
じにしないといけないね。

【正答】空気

チャレンジ確認シート
第５学年 １植物の発芽と成長

理科マスター問題集
５年①⑪

チャレンジ確認シート
第４学年 ３電気のはたらき
理科マスター問題集

４年②⑲

水が必要かどうかを調べるためには，

水を入れていないＡと水を入れているＢ
を比較するとわかるんじゃないかな。

もう一度，変える条件と同じに
する条件を確認しましょう。

Ａは空気に触れていて，Ｂは
空気に触れていないよ。

ほんとだね。Ｃは，空気に触れてい
るので，ＡとＣを比較するとわかるね。

乾電池２個にしたとき，乾電池1個のときと比べて速く前に走る
んだよね。前向きに，速く走らせるためには，どうすればよいかな。

直列つなぎのほうが，豆
電球が明るく光ったよ。

理科の授業改善に向けて

関係性を見いだす学習活動

理科の見方・考え方における大切な視点の一つとして，自然の事物・現象を関係的に捉えることがあ
ります。その際，現象の変化の関係だけではなく，その変化の要因が何かを考えることが大切です。

問題解決の過程を踏まえた単元構想と学習活動

実験結果を予想したり，実験結果から考察したりした後は，話し合いや発表など自分の考えをアウトプッ
トする活動を取り入れるようにしましょう。言語活動を充実させることが，論理的に説明する力を育むことに
つながります。

充実した言語活動（説明する活動）

発芽には，水が必要かどうか，確
かめる方法について話し合おう。

実験計画

空気

水

温度

水・温度

空気・温度

空気・水

変える条件 同じにする条件

種子が発芽するにはどんなこ
とが必要か，考えてみよう。

種子が発芽するにはどんなこと
が必要か，考えてみよう。

・水

・空気

・温度

・日光

・肥料
妥当性を
検討

妥当性を検討することが大切です。

日常生活からの気付きを話し合おう

問題を確認しよう

実験の目的をはっきりさせることが大切
です。

実験を計画しよう

変える条件と同じにする条件を表などで
まとめておきましょう。

問題

・発芽には水が必要か

・発芽には適当な温度が必要か
・発芽には空気が必要か

理科教育においては，問題解決の過程を通じて，資質・能力の育成を図ることが求められています。

児童にも，こうした学習過程が定着し，気付きや課題に対して，予想し，計画・実験し，結果から考察する
という活動の中で理科の見方・考え方を身に付けさせていくことが必要です。

例
小学校理科における問題解決の過程

・自然の事物・現象に対する気付き

・問題の設定

・予想や仮説の設定

・検証計画の立案

・観察・実験の実施

・結果の処理

・考察

・結論の導出


